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　現在の地球コアは純鉄を想定した場合よりも密度が小さく、水素、炭素、酸素、ケイ素、硫黄などの軽元素が溶け込んで
いると考えられています。東京大学の飯塚理子特任助教らは、これまでに、水素が地球形成の初期に他の軽元素に先駆けて
鉄に溶け込んだ可能性を示していましたが、その際の他の軽元素の影響は明らかにされていませんでした。
　今回、形成初期の地球の構成物質を模擬した試料を用い、中性子回折によって高温高圧下でのその場観察を行い、鉄の
水素化に及ぼす硫黄の影響を調べました。実験は、J-PARCの高圧ビー
ムラインPLANETに設置された6軸型マルチアンビルプレス「圧姫」を用
いて行いました。その結果、高温高圧下で含水鉱物から脱水した水が鉄
と反応して起こる鉄の水素化が、共存する硫化鉄によって阻害されるこ
とが明らかになりました。このことから、水素と硫黄が固体状態の鉄に
優先的に溶け込み、その後、それによって溶融した鉄に他の軽元素が溶
解した可能性が高いことが示唆されました。今後は、地球進化過程にお
ける水の起源とその量の実体にせまるため、他の軽元素も、いつどの程
度鉄に取り込まれたのか、複数の軽元素を入れた実験により明らかにし
ていく必要があります。
詳しくはJ-PARCホームページをご覧ください。
https://j-parc.jp/c/press-release/2021/06/24000704.html

（１）地球形成初期、鉄への水素の溶け込みは硫黄に阻害されていた（6月24日）
２．プレス発表

　本会見は、KEKつくばにあるフォトンファクトリー（PF）とJ-PARCの物質・生命科学実験施設（MLF）にあるミュオン実験施
設から、それぞれ中継されました。「石の物質分析チーム」のリーダーを務める東北大学の中村智樹教授がPFの放射光
BL-3Aの中でリュウグウサンプルを分析するガンドルフィー X線カメラを操作する様子
が紹介されたのを始め、東京大学の髙橋嘉夫教授がPFのBL-19A、大阪大学の二宮和
彦准教授がMLFのミュオンD2から、それぞれのビームラインの特徴、サンプルの実験
方法、期待できる解析結果等について、説明されました。
　なお、この後の6月28日から7月5日において、小惑星リュウグウのサンプルがJ-PARCミュ
オン実験施設に搬入され、大強度の負ミュオンの照射を行い、予定どおりの解
析が行われました。この様子は、J-PARC NEWS 号外「小惑星リュウグウのサン
プル J-PARCで分析開始」で紹介しています。
詳しくはJ-PARCホームページをご覧ください。https://j-parc.jp/c/topics/2021/07/15000718.html

　J-PARCとKEKつくばキャンパスにある大型加速器施設をメインに、日本の加速器の発
展の歴史や、加速器の初歩から宇宙の謎をさぐる最先端研究、身近なところで利用され
ている研究成果まで、わかりやすく紹介しています。是非ご覧ください。
　７月24日には「夢を追う道具：加速器」と題して、カリフォルニア大学バークレー校 
MacAdams 冠教授 東京大学国際高等研究所カブリ数物連携宇宙研究機構教授 村山斉
先生の講演がありました。加速器は、タイムマシンでもあり、加速器とい う巨大な装置
で、宇宙・物質・生命の謎に迫る、というお話でした。先生の話術 に引き込まれ、あっ
という間に40分が経過しました。当日の動画については、後日、HPに掲載予定です。お
楽しみに。
　なお、国立科学博物館は、新型コロナ感染症対策のため、現在オンラインによる入館
予約が必要です。詳しくは、以下をご確認ください。
国立科学博物館ホームページ　https://www.kahaku.go.jp/

１．国立科学博物館の企画展「加速器」開催中（7月13日～ 10月3日）

（２）小惑星リュウグウ試料分析開始にあたり、オンライン記者会見を実施（6月25日）

ミュオンD2ビームライン前で
説明する二宮和彦准教授

国立科学博物館 企画展会場の展示状況

講演する村山先生

高温高圧下(6.7 GPa, 1000 K)で得られた中性子回折パターン
を解析した例。重水素化鉄FeDxの高温高圧相(fcc)には、図中
の八面体サイト(D八)と四面体サイト(D四)に重水素が取り込ま
れるが、硫化鉄FeSには重水素は取り込まれていなかった。



　私達の身のまわりに多種多様な物質が存在するゆえんである、様々な原子核の成り立ちを知るには、原子核を構成する陽子と中
性子の仲間で、地球上に自然には存在しない「ハイペロン」と呼ばれる粒子を含めた粒子間に働く力を調べることがカギとなります。
　岐阜大学の仲澤和馬シニア教授らは、J-PARC加速器を用いてつくった大強度で高純度のK中間子ビームから生成した大量
のグザイ粒子（ハイペロンの一種）を特殊な写真乾板に照射する実験で、今年2月に続き、新たな成果をあげました。乾板に残
された粒子の飛跡の解析から今回見つけた事象は、グザイマイナス粒子が窒素14原子核に、2月に発表した事象の5倍以上の
大きなエネルギーで束縛された状態と分かり、これは、クーロン
力に加えて、原子核と「強い相互作用」による引力によってさらに
強く束縛された状態を示します。さらに、これまでに検出したグ
ザイ核のデータとあわせて、グザイ核の中でグザイ粒子がとびと
びのエネルギーを持っている様子（準位構造と言います）が具体
的にわかってきました。これは原子核がクォークからどのように成
り立つのかを紐解くとともに、この宇宙で最高密度の中性子星の
内部構造の理解にも繋がります。
詳しくはJ-PARCホームページをご覧ください。
https://j-parc.jp/c/press-release/2021/07/23000724.html

講師の玉田氏

　社団法人ナレッジキャピタルでは、科学、芸術、文化、ビジネスなど様々な分野のスペシャ
リストから「本物の知」を学び、ともに考え、対話する場として、SpringX超学校を主催してい
ます。今回は、3週にわたり、土曜日に1時間ずつ、「中高生の人生設計講座、研究者として生
きていく」というテーマで、J-PARCの研究者3名が、YouTube Liveによる講演を行いました。
・第1回 「J-PARCで探る宇宙のひみつ」J-PARCセンター長 小林 隆氏
　J-PARC各施設の役割と特徴、粒子が波の性質を持つことの意味、宇宙にはなぜ物質だけが
存在するのかについてCP対称性の破れからのアプローチなどについて語りました。
・第2回 「最強の陽子ビームをつくる！」
　高エネルギー加速器研究機構准教授/J-PARCセンター加速器ディビジョン 栗本佳典氏
　加速の原理、より大強度の加速器の造り方、J-PARC加速器の特徴などが紹介されました。
・第3回 「私がJ-PARCで企業研究者として働くことになるまで」
　株式会社 豊田中央研究所 分析研究領域 研究員 梅垣いづみ氏
　自分が企業の研究員となるまでの紆余曲折の人生を紹介し、中高生へのメッセージ
が述べられました。
これらの動画は、ナレッジキャピタルホームページからご覧いただけます。
https://kc-i.jp/activity/chogakko/researcher/

４．ナレッジキャピタルが主催するSpringX超学校で、J-PARCの
　 研究者3名が講演（7月3、10、17日）

　6月の「J-PARCハローサイエンス」は、東海村が「感染拡大市町村」の指定から解除されたことから、アイヴィルの会場で
の対面による講義形式とオンラインとの併用で開催しました。
　今回の講師は、量子科学技術研究開発機構 構造生物学研究グループの玉田太郎氏で
す。私たちの身体の中にあるたんぱく質の「はたらき」は、たんぱく質の「かたち」を見る
ことで知ることができます。たんぱく質はナノマシンであり、数多くの原子で構成されて
いるたんぱく質の形は、中性子などの量子ビームを照射して、明らかになります。また、
精密な「構造」情報に基づき「量子（性）」で生命の謎を解き明かす「量子構造生物学」とい
う新たなアプローチで、たんぱく質の「はたらき」が説明できることが紹介されました。

５．J-PARCハローサイエンス「量子でひもとくたんぱく質の『かたち』と『はたらき』」（6月25日）

６．オンライン講演会のお知らせ（8月25日午後）
　小惑星リュウグウ試料の分析状況、期待される解析結果などについて、8月25日、オンライン講演会を行います。講師は、
大阪大学 二宮和彦准教授、J-PARCセンター物質・生命科学副ディビジョン長 下村浩一郎教授の予定です。 　
詳しくはJ-PARCホームページをご覧ください。http://j-parc.jp

（３）「グザイ核」の内部構造、ついに観測成功
　 原子核の成り立ちや中性子星の構造の理解に新たな知見（7月23日）

　この報告会は、 MLFの産業利用の取り組みを振り返り、今後の方向性を示すことを目的とし、2017年から毎年、J-PARCセ
ンター、CROSS、茨城県、中性子産業利用推進協議会の4者の共同主催で行われてきました。昨年度は新型コロナウイルスの
影響で中止となりましたが、今年度はオンラインでの開催となり、352名の方々にご参加いただきました。産業界から、中性子
やミュオンで何が分かるのか、どう使えるかを改めて知りたいとの強い要望があり、今後3年間は「中性子・ミュオンで何が見
えるのか」「何に使えるか」に焦点を絞り、産業界の方の見たいものとのマッチングを図ることに重点を置くことにしました。

３．J-PARC MLF産業利用報告会を開催（7月15、16日）

写真乾板で観測された新たなグザイ核事象（イラワジ事象）の
顕微鏡写真とそのイメージ図
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